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オープンアクセス推進室（仮称）
理事長の特命によるOA推進策の意思決定機関
【運営会議メンバー】
• 理事長（室長）
• 研究戦略担当理事
• 情報戦略担当理事
• 研究担当副学長
• 図書館長

OA化推進ビジョンの策定

OA化促進策の検討・検証

戦略的APC補助方針の策定

役員会

理事長

教育研究組織（研究者）
研究論文・

研究データ

研究インテグリティ
委員会

研究管理基盤に保存された、
データの活用により、研究不
正時の即時対応

IR室

研究管理基盤に保存され
たデータを活用し、IR分析
により、経営戦略策定支援

産学官金連携統合情報センター（IIC）
IRデータに基づき、産学連携推進、研究支援獲得戦略
を策定、研究力強化を牽引

産学官金連携組織

【戦略的APC補助】

検索・利用公開・蓄積

管理・保存

データ管理基盤

データ検索基盤データ公開基盤

研究管理システム ORION

OA推進事務部門

3大学情報担当課
OA推進情報基盤整備

3大学研究支援担当課
APC支援策等の窓口

機構本部経営企画課
事務総括、全体マネジメント

OA化

原則全ての
論文・研究
データを保存

３大学
機関リポジトリ

３大学附属図書館
【機関リポジトリ改革】

 インデックスツリーの統一
 メタデータ、データ識別子（DOI）付与の半自動化

【図書館職員の高度化】
 図書や論文等の根拠データの管理・公開
 データリテラシー、データキュレーション能力の向上

効率的・効果的な
管理・運営を実現

【研究データレイク】
 メタデータ管理による系統的なデータ
分類と利用促進

【大容量ストレージ】
 理系260名、文系110名の研究者
の研究論文・研究データをカバー

OA推進策の
実行を指示

OA推進策の実行を指示

研究の公正性
確保の強化

研究戦略立案
の機動性確保

オープンイノベーション
センター（ACE）

データを活用し、商農工連
携融合プロジェクトを推進

教育イノベーション
センター（ICE）

リカレント教育に、データを
活用

北海道国立大学機構・オープンアクセス加速化の取組
※オープンアクセス加速化事業申請書より抜粋

本日話題提供
するトピック



大学図書館がオープンアクセス加速化に
取り組むために．．．
即時OAの推進により、機関リポジトリに登録する論文等が

増えるため、人的リソースの不足が予想される

リポジトリ登録業務の負担軽減策を三大学の職員で議論

三大学のリポジトリ登録フローは微妙に違うことが判明

まずは効率的な業務実施に向けて共通化に取り組む



共通化できそうな部分は．．．
• リポジトリへの登録作業（①）
• DBからの論文情報の収集（②）
• 著者への許可取りメール作成（③）
• ポリシーチェック簿の共有
• 管理台帳
• インデックス（の大枠）
• メタデータ項目



共通化できる部分は自動化まで．．．

三大学共通管理台帳の作成

１）論文情報 ２）担当者による追加調査項目
（筆頭著者所属、エンバーゴ等）

３）メール作成フラグ、JC登録フラグ等

DBからの
論文情報収集
• CiNii
• Scopus

リポジトリ登録
• インポートファイル
作成

• JCへのログイン
• ファイルのインポー
ト

• 台帳のフラグ更新

著者への原稿提供依頼メール作成
• 三大学の所定フォーマットに合わせた本文
作成

• 台帳から必要データを取り込み、メール下
書きまで実施

自動化のキーとなる台帳を備える

Target ①Target ②

Target ③

出版者ポリシー
の仮調査
• Sherpa Romeo 等

台帳・JCとの
重複確認



現在の取組状況

• 三大学合同RPA研修を実施し実務に必要な知識を修得
• 自動化できる業務について内製と外注の切り分け検討
• RPAツールはMicrosoft Power Automateを予定
• 自動化に向けてシナリオ単位で業務整理

既存の職員でOA加速化により増加するリポジトリ登録に備える
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